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上・「ビーチ（砂浜）」をイメージした南側のラウンジ。
窓から旧江戸川を臨む。北側のラウンジは、テラスから外に出られる。
下・新井鉄工所時代から敷地にあった庭石と
鉄工所を偲ぶスチールを使ったオプジェを配した「葛西アートの森」

■江戸川区東葛西9-23-37
東京メトロ東西線葛西駅、京葉線葛西臨海公園駅、
都営新宿線一之江駅よりバスで約6～14分
旧江戸川沿いに建つ（提供すべて・アライプロバンス）
下・「アライプロバンス葛西Ａ棟」の
上りランプに立つ新井太郎さん（撮影・泉大悟）

大
な
物
流
倉
庫
が
、
旧
江
戸
川
沿

い
に
二
〇
二
四
年
八
月
に
竣
工
し

た
。「
ア
ラ
イ
プ
ロ
バ
ン
ス
葛
西

Ａ
棟
」
だ
。
延
床
面
積
八
万
七
一
二
二
平
方
メ

ー
ト
ル
の
五
階
建
て
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流

施
設
は
、
二
十
三
区
内
で
最
大
級
の
規
模
と
な

る
。
首
都
高
速
湾
岸
線
葛
西
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
羽
田
空
港
か
ら
三
十
分
ほ
ど
。

物
流
拠
点
と
し
て
利
便
性
が
高
い
。

「
都
心
に
近
い
好
立
地
が
最
大
の
強
み
で
す
」

と
株
式
会
社
ア
ラ
イ
プ
ロ
バ
ン
ス
代
表
取
締
役

社
長
の
新
井
太
郎
さ
ん
は
胸
を
張
る
。

　

同
社
の
前
身
は
、
百
二
十
年
以
上
前
に
創
業

し
た
新
井
鉄
工
所
。
戦
後
、
石
油
掘
削
機
器
で

国
際
的
に
飛
躍
し
た
が
、
時
代
の
趨
勢
で
競
争

力
を
失
い
、
二
〇
一
六
年
に
製
造
業
か
ら
撤
退

し
、
第
二
の
創
業
と
し
て
総
合
不
動
産
業
に
転

る
。
バ
ル
コ
ニ
ー
や
屋
上
テ
ラ
ス
も
配
備
。
無

人
コ
ン
ビ
ニ
も
あ
る
が
、
道
路
一
つ
隔
て
れ
ば

ア
リ
オ
葛
西
な
ど
の
複
合
商
業
施
設
だ
か
ら
食

事
の
選
択
に
は
事
欠
か
な
い
。
代
々
受
け
継
ぐ

多
数
の
庭
石
を
配
し
た
築
山
の
ア
ー
ト
庭
園
も

憩
い
の
場
だ
。
敷
地
の
沿
道
を
彩
る
の
は
ヤ
シ

や
ソ
テ
ツ
な
ど
南
国
リ
ゾ
ー
ト
風
の
植
栽
。

「
働
く
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
は
、
テ
ナ
ン
ト
様
の
人
材
採
用
に
も
関

わ
る
必
須
の
要
素
な
の
で
力
を
入
れ
ま
し
た
」

三
路
線
の
三
駅
か
ら
豊
富
な
バ
ス
便
で
約
六
〜

十
四
分
と
、
通
勤
の
利
便
性
も
高
い
。

親
水
空
間
と
連
結
し
た 

緑
道
で
ま
ち
へ
の
貢
献
。

　

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
、
お
よ
そ
三
年
後
に

様
変
わ
り
す
る
周
辺
環
境
だ
。
東
京
都
は
旧
江

戸
川
河
川
敷
の
ス
ー
パ
ー
堤
防
化
を
進
め
て
い

る
。
ア
ラ
イ
プ
ロ
バ
ン
ス
は
こ
の
計
画
に
協
力

し
て
河
川
敷
と
の
一
体
整
備
を
図
る
。

　

現
在
、
建
物
裏
手
の
芝
生
と
川
辺
は
濠
と
カ

ミ
ソ
リ
堤
防
で
分
断
さ
れ
て
い
る
。
ス
ー
パ
ー

堤
防
が
で
き
れ
ば
、
な
だ
ら
か
な
傾
斜
の
河
川

敷
が
広
が
り
、
川
辺
と
建
物
が
シ
ー
ム
レ
ス
に

つ
な
が
る
こ
と
で
、
遊
歩
道
を
備
え
た
パ
ブ
リ

ッ
ク
な
親
水
空
間
が
出
現
す
る
の
だ
。

「
前
面
の
区
道
沿
い
に
は
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

歩
道
を
江
戸
川
区
へ
提
供
し
ま
し
た
。
今
は
駐

車
場
と
し
て
使
っ
て
い
る
Ｂ
棟
予
定
地
と
住
宅

地
の
間
に
あ
る
敷
地
北
端
の
当
社
私
道
を
江
戸

川
区
に
提
供
し
、
さ
ら
に
ス
ー
パ
ー
堤
防
ま
で

つ
な
が
る
緑
道
と
公
園
が
で
き
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
敷
地
の
中
央
と
南
端
に
も
緑
道
を
設

け
、
築
山
ア
ー
ト
庭
園
が
ス
ー
パ
ー
堤
防
と
ひ

と
続
き
に
な
り
ま
す
。
区
道
か
ら
旧
江
戸
川
に

至
る
東
西
の
緑
道
が
三
本
、
新
し
く
開
通
す
る

こ
と
で
、
河
川
周
辺
の
景
観
が
癒
し
の
場
へ
と

大
き
く
変
わ
る
で
し
ょ
う
」

　

浸
水
・
断
水
を
防
ぐ
設
備
機
器
の
高
所
対
応

や
、
二
十
四
時
間
・
三
百
六
十
五
日
警
備
の
防

災
セ
ン
タ
ー
、
非
常
用
電
源
な
ど
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事

業
継
続
計
画
）
支
援
対
策
も
怠
り
な
い
。「
今
ま
で

一
度
も
水
害
に
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
」
と
い
う

安
全
・
安
心
が
、
防
災
効
果
の
高
い
ス
ー
パ
ー

堤
防
も
相
ま
っ
て
、
さ
ら
に
強
固
と
な
る
。

　

都
心
を
臨
む
最
先
端
の
大
型
物
流
拠
点
は
、

ス
ー
パ
ー
堤
防
と
連
結
し
た
緑
道
に
よ
っ
て
親

水
空
間
を
核
に
新
た
な
回
遊
性
を
も
た
ら
し
、

地
域
社
会
に
も
貢
献
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
●

佐 木々聖・文
text by Kiyoshi Sasaki

　

四
・
五
階
は
二
層
使
い
で
き
る
メ
ゾ
ネ
ッ
ト

タ
イ
プ
の
大
区
画
で
千
三
百
坪
〜
三
千
坪
の
中

規
模
物
流
拠
点
に
最
適
。一
方
で
、「
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
／
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
」
と

銘
打
た
れ
た
、
小
区
画
三
百
五
十
坪
か
ら
の
分

割
対
応
フ
ロ
ア
も
あ
り
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
や
ス

タ
ジ
オ
な
ど
倉
庫
に
と
ど
ま
ら
な
い
多
用
途
に

対
応
で
き
る
。
上
り
と
下
り
の
一
方
通
行
の
ダ

ブ
ル
ラ
ン
プ
（
ト
ラ
ッ
ク
用
傾
斜
路
）
を
備
え
、一

三
・
五
メ
ー
ト
ル
幅
の
車
路
は
実
に
広
々
と
し

て
い
る
。

　

福
利
厚
生
施
設
の
充
実
も
見
逃
せ
な
い
。
五

階
の
南
端
と
北
端
に
、お
の
お
の
ビ
ー
チ（
砂
浜
）、

ポ
ー
ト（
港
）を
イ
メ
ー
ジ
し
た
開
放
的
で
明
る

い
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
ラ
ウ
ン
ジ
。
旧
江
戸
川
を
眼

下
に
雄
大
な
景
色
を
臨
み
な
が
ら
く
つ
ろ
げ

じ
た
。

「
先
祖
が
残
し
て
く
れ
た
広
大
な
工
場
跡
地
の

今
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
活
用
方
法
を
探
り
、

当
時
か
ら
叫
ば
れ
て
い
た
物
流
ク
ラ
イ
シ
ス
の

問
題
に
思
い
当
た
り
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
最
大

の
消
費
地
に
海
外
か
ら
貨
物
が
到
着
し
て
い
る

の
に
、
首
都
圏
の
遠
方
の
倉
庫
に
保
管
し
、
ま

た
都
内
に
戻
す
。
こ
れ
ほ
ど
の
ロ
ス
は
な
く
、

ま
し
て
や
ド
ラ
イ
バ
ー
が
足
り
ま
せ
ん
。
消
費

地
に
近
い
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
物
流
拠
点
と

し
て
、
課
題
解
決
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
と
確

信
し
ま
し
た
」

　

東
京
港
と
羽
田
空
港
の
東
京
税
関
エ
リ
ア
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
保
税
蔵ぞ

う

置ち

場じ
ょ
う

（
輸
入
貨
物
の
関

税
を
一
時
留
保
し
て
保
管
で
き
る
倉
庫
）
と
し
て
利

用
す
る
テ
ナ
ン
ト
も
多
い
と
い
う
。

都心を臨む
適地に新設された
マルチテナント型
物流施設。
2024年8月、旧江戸川沿いに竣工したのが
「アライプロバンス葛西Ａ棟」だ。
ラストワンマイル問題を解消し、新たな物流拠点として
地域にも貢献する唯一無二の物流施設を、
株式会社アライプロバンス代表取締役社長の
新井太郎さんに、ご案内いただいた。

巨


